
家の内外 の安全対策地震
対策①

家具を安全に配置する
　 でき る だけ人の出入り が少ない部屋に家具

を ま と める。 寝る 部屋に家具を 置く 場合は、

体の上に倒れてこ ないよう に配置する。

　 建築基準法が改正さ れ、 耐震基

準が強化さ れた のは昭和5 6 年6

月。 それ以降に建て ら れて いれば

いちおう 安心だと いえます。

家の中の安全対策 わが家の耐震診断を し よ う

　 家具と 壁や柱の間に空間を つく ら な い。 ま たL字

型金具や重ね留め用金具、 家具の転倒防止シート な

どを利用し て転倒や落下を防ぐ 。

家具の転倒や落下を防止する措置をとる

通路や出入り口に荷物を置かない
　 いざと いう と き の避難路を 確保する ために、 通路や

出入り 口にはでき るだけ荷物を置かないよ う にする。

ブロ ッ ク 塀

屋根にひび割れ、 ずれ、

はがれがあれば補強する。

アンテナはし っ かり 固定

する。

屋根

　 あな たの家は、 大地震の揺れに耐え ら れる 家で すか？　 以下の

チェ ッ ク ポイ ント に従っ て、 まずは自分でわが家の耐震診断をし て

みまし ょ う 。 ただし 、 こ れら はあく までも 目安です。 ひと つでも 気

になる項目があっ たら 、 専門家の診断を受けてく ださ い。

ベラ ン ダ
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1 建築年

　 木造住宅は壁が多いほど 揺れに

強いと 考え ら れま す。 ま た、 壁が

東西南北ど の面にも 配置さ れてい

る こ と も 大切。 一面がほと んど 窓

などの造り は要注意です。
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5 壁

　 基礎が腐っ て いたり 、 シ ロ ア リ

に食われている 建物は非常に危険。

特に台所や浴室は要チ ェ ッ ク 。 建

具の立て つけの悪さ 、 柱や床の傾

き なども 老朽化が考えら れます。
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7 老朽度

　 平面・ 立面と も に凹凸の少な い

単純な形の建物は比較的安全です。

凹凸の多い複雑な建物や、 大き な

吹き 抜けがある 建物は要注意です。
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6 形

　 過去に地震・ 風水害・ 火災な ど

の災害に見舞われて いた場合、 外

見から はわから ないダメ ージを 受

けている可能性があり ます。
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2 過去の災害履歴
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3 地盤

　 基礎は建物と 一体にな っ て 地盤

の揺れに抵抗し ま す。 鉄筋コ ン ク

リ ート 造り の堅固な 基礎で、 建物

と し っ かり 一体にな っ ていれば強

い基礎と いえます。
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4 基礎

ベラ ンダは常に整理整と んを。

鉢植えなど は落下し ないよ う

低い位置に置く か固定する。

ひび割れや傾き があれば修理する。

土中にし っ かり と し た基礎部分がないも

のや、鉄筋が入っていないも のは補強する。

鎖でし っ かり と 固定し ておく 。

プロ パンガス

家の外の安全対策

窓ガラスに

飛散防止フィ ルムをはる
　 窓はも ちろ ん、 食器棚や額縁などに使われている

ガラ スにも 忘れずに飛散防止フ ィ ルムをはる。

　 軟弱な地盤に家が建っ ている 場

合、 同じ 震度の地震でも 揺れが大

き く な り ま す。 埋立地、 低湿地、

造成で盛り 土し た場所、 液状化の

可能性のある 砂質地盤などは要注

意です。
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落ち着いて、

自分の身を守る

ラジオなどで情報を確認

間違っ た情報や噂などに

まどわさ れないよう に。

家屋倒壊などの恐れが

あれば避難する

ブロッ ク 塀やガラスに注意する。

車は使用せず、 徒歩で避難する

（ 山間部など一部地域を除く ）。

消火・ 救出活動

隣近所で協力し て消火や救出活動を。

あわせて消防署等へ通報する。

子どもを迎えに行く

家を出る前に出火防止策を

ガスの元栓を閉め、 電気のブレーカーを切る。

あわてず、
まず身の安全を 確保!

　 最大震度５ 弱以上が推定さ れる場合、

テレビやラ ジオ、 携帯電話などを 通じ

て緊急地震速報が発表さ れます。 こ れ

は、 地震の発生直後に、 震源近く で地

震波を キャ ッ チし 、「 も う すぐ 強い揺

れが始まる」 こ と を すばやく 知ら せる

予報・ 警報のこ と です。

　 緊急地震速報を 見聞きし てから 強い揺れが来るまでの時間は、 数秒から 数十

秒し かあり ません。 その短い間に、 自分の身（ 特に頭） を守る準備をし まし ょ う 。

　 地震の二次災害でも っ と も 恐ろ し い火災。 地震時の初期消火のタ イ ミ ン グ

を 頭に入れておき 、 あわてず確実に火の始末を し まし ょ う 。

地震時の初期消火のタ イ ミ ング

　 揺れはじ めの瞬間に火を 消す。

ただし 、最近は地震時に自動的に

ガスの供給が停止さ れるガスマ

イコンメ ータ ーの設置が進んでい

るため、やけどなどの危険を冒し

てまで火を消す必要はあり ません。

チャンス１

グラ ッ と き たと き

　 まずはテーブルの下など

で身を守り、大きな揺れが

おさ まっ てから、火を消し

ます。

チャンス 2

大揺れがおさ まっ たと き

チャンス 3 　

燃えはじ めたと き

揺れがおさ まったら、 火の元を確認

コンロの火を消し 、 ガスの元栓を閉める。

火が出ていたら 消火する。

家族の安全を確認

靴をはく

 ガラスの破片などから 足を守る。

ド アや窓を開けて

逃げ道を確保する

生活必需品は備蓄でまかなう

災害発生から 3 日程度は、 外部から の

応援は期待できない。

災害情報、 被害情報の収集

市の広報に注意する。

壊れた家には入らない

自主防災組織を中心に行動する

集団生活のルールを守る

助け合いの心で

土砂災害の恐れが

ある場合はすぐ に

避難する

余震に注意!余震に注意!

緊急地震速報が出さ れたら緊急地震速報が出さ れたら

一人暮らし の高齢者や高

齢者のみの世帯には積

極的に声をかけ、 安否を

確認する。 必要であれば

避難の補助を。

非常持出品を準備する

隣近所の安全を確認

地震火災を防止するために地震火災を防止するために

　 万一出火し たら、 すば

やく 備え付けの消火器な

どで消火し ます。 天井ま

で火が回っ てし まっ たら

すみやかに避難し ます。

地震
対策② 地震発生! そのと き どう する

崩れる危険性が

ある建物には

近寄ら ないこ と
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3  分3  分

～3 日
く ら い
～3 日
く ら い

5  分5  分

1 0 分～
数時間
1 0 分～
数時間

避難生活
では

避難生活
では

1 ～2 分1 ～2 分

地震
発生
地震
発生

5 ～1 0 分5 ～1 0 分

震源に近い地域では、

緊急地震速報が強い揺れに間に合わないこ と があり ます。

震源に近い地域では、

緊急地震速報が強い揺れに間に合わないこ と があり ます。



地震発生! こんな場所にいたら …
地震
対策③

テーブルなどの下に隠れて身を 守り ます。 余裕がな

ければ手近の座ぶと んや枕などで頭を 保護し ます。

調理中は、 可能なら ばすぐ に火を 消し ます。 台所は

食器棚や冷蔵庫など危険なも のが多いため、 揺れが

おさ まっ たら 火の元を確認し てすぐ に離れます。

集合住宅で、 玄関から 避難でき ない場合は、 避難ば

し ごやロ ープ を 利用し てベラ ン ダから 脱出し ます。

エレ ベータ ーは使わないよう にし まし ょ う 。

家の中

地下街には約6 0 ｍおき に出口がある ので、 あわて

ず大き な柱や壁に身を 寄せて揺れがおさ まるのを 待

ちます。

も し 火災が発生し たら 、 ハン カ チなどで鼻と 口を 覆

い、 壁づたいに体を低く し て地上に避難し ます。

地下街

急ブレ ーキは事故の原因になり ます。 ハン ド ルを

し っ かり 握っ て徐々にスピ ード を 落と し 、 道路の

左側に停止し てエンジンを切り ます。

揺れがおさ まるまでは車外には出ないよう に。

車を 離れる と き はキーを つけたままにし ます。 緊

急時に車を 移動さ せる こ と がある ため、 ド アロ ッ

ク も し ません。

車の運転中
地震時管制運転装置がついていれば自動的に最寄

り の階に停止する ので、 そこ で降り ます。 停止し

ない場合は、 すべての階のボタ ン を 押し 、 最初に

停止し た階で降り ます。

閉じ 込めら れた場合は、 非常ボタ ン やイ ン タ ーホ

ン で外部に連絡を し て救助を 待ち ます。 危ないの

で無理やり 脱出し ないよう に。

エレ ベータ ーの中

ガラ スや看板、 ネオンサイ ンなどの落下物に注意を 。

手荷物で頭を 守り ながら 広場などに逃げます。

建物や塀、 電柱から 離れま す。 自動販売機の転倒

にも 注意し まし ょ う 。

繁華街

手荷物やかごなどで頭を 守り 、 ショ ーケースの転

倒や商品の落下、 ガラ スの破片などに注意を 。

あわてて出口に殺到する と パニッ ク になり 危険で

す。 店員の指示に従っ て行動し まし ょ う 。

デパート やスーパーなど 電車は揺れを 感じ る と 、 自動的に停止し ます。 将

棋倒し や網棚から の落下物に注意し 、 つり 革や手

すり にし っ かり と つかまり まし ょ う 。

勝手に電車の外に出る のは危険です。 係員の指示

に従っ て行動し まし ょ う 。

電車の中

ブロッ ク 塀や石壁、 門柱から 離れます。

屋根がわら やガラ スなどの落下物に注意し ます。

切れてたれ下がっ ている電線にはけっ し て触れない

よう に。

住宅街 帰宅困難に備えて

　 大地震が発生し た場合、 交通機関の途絶によ っ て自宅に戻れない「 帰宅困難者」

になる 可能性も あり ます。 勤務先や学校から 徒歩で帰宅する こ と を 想定し 、 日ごろ

から 準備を し ておき ま し ょ う 。 ただし 、 電車など が復旧する ま で不用意に動かず、

勤務先や学校などで待機するのが基本です。

　 携帯ラ ジオ、 ヘルメ ッ ト 、 スニーカ ー、 携帯食料、

懐中電灯、 革手袋、 地図、 寒暖対策用品など。

職場にも 防災グッ ズを用意

　 あら かじ め自分なり の帰宅地図を 用意し ておき ま

し ょ う 。 災害の状況によ っ ては、 道路が通行不能に

なる 場合も ある ので、 複数のルート を 決めておき ま

す。 なるべく 、 道幅の広い道路を 選びまし ょ う 。

帰宅地図を用意し まし ょ う
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